
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
家具本体の下端近傍に取付け板を水平に取り付け、この取付け板の下方に家具本体の下端
部で囲まれる空間部を形成し、複数のキャスターをこの空間部に格納させた格納姿勢と前
記空間部から下方に突出させた移動姿勢との間で切換えるようにした家具の移動装置であ
って、
前記取付け板に形成された貫通孔にハンドルにより回転されるボルトをその頂部が貫通孔
内に位置するように挿入するとともに、このボルトの雄ねじ部を昇降プレートの中心に位
置する雌ねじ部と螺合させてボルトの回転によって昇降プレートを昇降自在となし、前記
昇降プレートの両端部にそれぞれ第１アームの一端部を枢着し、
前記昇降プレートの両側にキャスターが支持されたキャスター支持部材をそれぞれ配置し
、各キャスター支持部材を取付け板に対して平行移動するとともに上下動するように一対
の第２アームにてそれぞれ前記取付け板下面に枢着して、前記一対の第２アームとキャス
ター支持部材と取付け板とで平行運動機構を構成するように各キャスター支持部材と取付
け板とを連結し、
前記昇降プレートに枢着された各第１アームの他端部をそれぞれ前記両キャスター支持部
材に枢着して昇降プレートと前記両キャスター支持部材とを連結し、
前記昇降プレートの昇降に伴って両第１アームを昇降プレートとの枢着点を中心として回
動させ、第１アームの回動と連動して各キャスター支持部材を上下動させ、それによって
前記格納姿勢と移動姿勢とを切換えるようにした
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ことを特徴とする家具の移動装置。
【請求項２】
前記昇降プレートの両側にそれぞれ連結ブラケットを互いに平行になるように配置すると
ともにこれら連結ブラケットに前記各第１アームの他端部を連結し、それぞれの連結ブラ
ケットに複数の長尺のキャスター支持部材の一端部を各キャスター支持部材が平行になる
ように連結したことを特徴とする請求項１記載の家具の移動装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、間仕切り用家具、クローゼットなどの室内で移動させる家具の下端部に取り付
けられ、必要に応じて家具を移動させるときに使用される家具の移動装置に関するもので
ある。
【０００２】
【従来の技術】
従来、この種家具の移動装置としては例えば特開平１０－３０４９４５号公報に記載され
ているものが知られている。この特開平１０－３０４９４５号公報に開示されているもの
は、家具本体の底板と台輪とに囲まれた下部空間に、この下部空間に格納された格納姿勢
と前記下部空間から下方に突出した移動姿勢との間で切替可能とされた複数のキャスター
と、ハンドルの回転力を前記複数のキャスターに伝達してその姿勢を切換える歯車減速機
構とが一体的に組み込まれ、ハンドルを回転させることにより歯車減速機構を介してキャ
スターを上下動させるように構成されているものである。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、この移動装置ではハンドルの回転力を複数のキャスターに伝達させるための歯車
伝達機構に多数の傘歯車を必要とし、部品点数が多く、コストアップになるという問題が
あった。
【０００４】
そこで、本発明はこのような問題を解決するものであって、ハンドルの回転によりキャス
ターを上下動させる機構を簡素化し、家具の移動装置を安価に提供することを課題とする
ものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
前記問題を解決するために、本発明の家具の移動装置は、家具本体の下端近傍に取付け板
を水平に取り付け、この取付け板の下方に家具本体の下端部で囲まれる空間部を形成し、
複数のキャスターをこの空間部に格納させた格納姿勢と前記空間部から下方に突出させた
移動姿勢との間で切換えるようにした家具の移動装置であって、前記取付け板に形成され
た貫通孔にハンドルにより回転されるボルトをその頂部が貫通孔内に位置するように挿入
するとともに、このボルトの雄ねじ部を昇降プレートの中心に位置する雌ねじ部と螺合さ
せてボルトの回転によって昇降プレートを昇降自在となし、前記昇降プレートの両端部に
それぞれ第１アームの一端部を枢着し、前記昇降プレートの両側にキャスターが支持され
たキャスター支持部材をそれぞれ配置し、各キャスター支持部材を取付け板に対して平行
移動するとともに上下動するように一対の第２アームにてそれぞれ前記取付け板下面に枢
着して、前記一対の第２アームとキャスター支持部材と取付け板とで平行運動機構を構成
するように各キャスター支持部材と取付け板とを連結し、前記昇降プレートに枢着された
各第１アームの他端部をそれぞれ前記両キャスター支持部材に枢着して昇降プレートと前
記両キャスター支持部材とを連結し、前記昇降プレートの昇降に伴って両第１アームを昇
降プレートとの枢着点を中心として回動させ、第１アームの回動と連動して各キャスター
支持部材を上下動させ、それによって前記格納姿勢と移動姿勢とを切換えるようにしたこ
とを特徴とするものである。
【０００６】
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前記構成によれば、各キャスター支持部材を取付け板に対して平行移動するとともに上下
動するように一対の第２アームにてそれぞれ前記取付け板下面に枢着して、前記一対の第
２アームとキャスター支持部材と取付け板とで平行運動機構を構成するように、各キャス
ター支持部材と取付け板とを連結し、各キャスター支持部材をハンドルにより回転される
ボルトの回転によって昇降する昇降プレートの昇降に伴って上下動するようにしたので、
ハンドルの回転によりキャスターを上下動させる機構が簡素化され、部品数を少なくする
ことができて安価なコストで家具の移動装置を提供することができる。
【０００７】
また、請求項２に記載の発明は、前記構成において、前記昇降プレートの両側にそれぞれ
連結ブラケットを互いに平行になるように配置するとともにこれら連結ブラケットに前記
各第１アームの他端部を連結し、それぞれの連結ブラケットに複数の長尺のキャスター支
持部材の一端部を各キャスター支持部材が平行になるように連結したことを特徴とする。
【０００８】
前記構成によれば、連結ブラケットに複数の長尺のキャスター支持部材を連結したので、
複数のキャスターを複数列に配列した幅広の１つのキャスター支持部材を用いる場合に比
べると、キャスター支持部材を軽量にすることができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態における移動装置を図面に基づいて具体的に説明する。
【００１０】
図１は本発明の一実施の形態における移動装置を示す概略分解斜視図、図２は図１に示す
移動装置におけるキャスターの格納姿勢を示す側面図、図３は図２の底面図、図４、図５
はそれぞれ図２の要部断面図である。図６は図１に示す装置におけるキャスターの移動姿
勢を示す側面図、図７、図８はそれぞれ図６の要部断面図である。図９は家具の設置時の
姿勢を示し、（ａ）はその正面図、（ｂ）は側面図であり、図１０は家具の移動時の姿勢
を示し、（ａ）はその正面図、（ｂ）は側面図である。
【００１１】
図１～図５において、移動装置１０は、取付け板１１とその下部に設けた昇降部１２とキ
ャスター支持部１３とから構成される。
前記昇降部１２は、ハンドルＨにより回転されるボルト２１と、このボルト２１の回転に
よって昇降する昇降プレート２２と、この昇降プレート２２の昇降動作をキャスター支持
部１３に伝達するための一対の第１アーム２３とから構成される。
【００１２】
また、キャスター支持部１３は、４つのキャスター支持部材３１と、これらキャスター支
持部材３１を２つずつ連結するための連結ブラケット３２と、各キャスター支持部材３１
をそれぞれ前記取付け板１１に枢着するための一対の第２アーム３３とから構成される。
【００１３】
前記取付け板１１は例えば長方形に形成され、その下面外周部には台輪１５が取付けられ
ており、取付け板１１の下方に台輪１５で囲まれる空間部Ｓが形成されている。この取付
け板１１の中心に前記ボルト２１を挿入するための貫通孔１１ａが形成され、取付け板１
１の下面にはボルト２１を支えるための取付けプレート３０が設けられている。この貫通
孔１１ａにはボルト２１が挿入されて貫通孔１１ａ内にボルト２１の頂部が位置しており
、ボルト２１の頂部にはハンドルＨを嵌合するためのナット２４が螺着され、このナット
２４によってボルト２１が取付けプレート上で固定されている。そして、前記昇降プレー
ト２２の中心にはボルト２１を挿入する円形孔が形成されるとともに昇降プレート２２上
には円形孔と同心状に雌ねじ部を有するナット２９が固定され、ボルト２１の雄ねじ部が
ナット２９に螺合され、昇降プレート２２がボルト２１に昇降自在に取付けられている。
さらに、前記取付けプレート３０の下面には、ボルト２１の軸ずれを防止するための断面
コ字状のフレーム２５が垂設され、ボルト２１の先端部がフレーム２５の下端部に形成さ
れた雌ねじ部に螺合されている。
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【００１４】
さらに、昇降プレート２２の両端部には前記第１アーム２３を取付けるために昇降プレー
ト２２と一体に形成された取付け部２６が設けられ、この取付け部２６を介して連結ピン
２７によってそれぞれ第１アーム２３の一端部が枢着されている。
【００１５】
また、前記昇降プレート２２の両側には断面コ字状の長尺材料からなる連結ブラケット３
２が取付け板１１の幅方向に沿ってそれぞれ配置され、これら連結ブラケット３２は互い
に平行に配置されている。そして、両連結ブラケット３２には断面コ字状の同じ長さの長
尺材料からなる２つのキャスター支持部材３１が互い平行になるようにこれらの一端部が
ビスなどによって連結され、各キャスター支持部材３１は取付け板１１の長手方向に沿っ
て配置されている。各キャスター支持部材３１の下面にはそれぞれ２つのキャスター３４
が回動自在に支持されている。
【００１６】
そして、各キャスター支持部材３１の長手方向両端部の下端側にそれぞれ第２アーム３３
の一端部を連結ピン３６によって枢着し、かつ各キャスター支持部材３１の長手方向両端
部の上端側に設けた連結金具３７と取付け板１１の下面に取り付けた取付け金具３８とを
介してそれぞれ第２アーム３３の他端部を連結ピン３６にて取付け板１１の下面に枢着し
て、各キャスター支持部材３１と取付け板１１とが連結されている。これによって、各キ
ャスター支持部材３１が取付け板１１に対して平行移動するとともに上下動して、前記一
対の第２アーム３３とキャスター支持部材３１と取付け板１１とで平行運動機構が構成さ
れるようになっている。
【００１７】
さらに、前記昇降プレート２２の両端部に一端部が枢着された第１アーム２３はその他端
部がそれぞれ連結ブラケット３２に設けた連結金具３９を介して連結ピン２７によって枢
着され、それによって昇降プレート２２と各連結ブラケット３２とが連結されている。
【００１８】
そして、前記昇降プレート２２の昇降に伴って両第１アーム２３が昇降プレート２２との
枢着点である連結ピン２７を中心とし回動され、第１アーム２３の回動と連動して各キャ
スター支持部材３１が上下動し、それによって各キャスター支持部材３１に支持されたキ
ャスター３４が前記空間部Ｓに格納された格納姿勢と前記空間部Ｓから下方へ突出された
移動姿勢との間で切換られる。
【００１９】
この移動装置１０は、キャスター３４が格納姿勢を保っている状態では、図２、図４、図
５に示すように、昇降プレート２２が上方に位置していて両第１アーム２３が起立すると
ともに各第２アーム３３が所定角度で昇降プレート２２側へ下向き傾斜しており、各キャ
スター支持部材３１が上方に位置してキャスター３４が床面Ｙから離れ、取付け板１１と
台輪１５とに囲まれた空間部Ｓに格納されている。
【００２０】
一方、キャスター３４が移動姿勢を保っている状態では、図６～図８に示すように、昇降
プレート２２が下方に位置していて両第１アーム２３が所定角度でキャスター支持部材３
１側に下向き傾斜するとともに各第２アーム３３が起立しており、各キャスター支持部材
３１が下方に位置してキャスター３４が前記空間部Ｓから下方へ突出し、床面Ｙに接地し
ている。
【００２１】
図９、図１０は、前記移動装置１０がクローゼットのような家具の家具本体１に組み込ま
れたものである。この家具本体１は扉２、後板３、天板４、両側板５、複数の棚板（図示
せず）及び底板を備えるものであるが、前記移動装置１０の取付け板１１が底板として共
用されるように組み込まれたものである。そして、家具本体１の下端部には取付け板１１
と台輪１５とに囲まれる空間部Ｓが形成されている。
【００２２】
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前記家具を室内の設置場所から所定場所へ移動するに際しては、図２～図５、図９に示す
状態において、取付け板１１に形成された貫通孔１１ａに上方からハンドルＨを挿入して
これをボルト２１に螺合したナット２４に嵌合し、ボルト２１を所定方向へ回転させる。
ボルト２１を回転させると、ボルト２１の回転につれて昇降プレート２２がナット２９と
ともに下降し、それに伴って両第１アーム２３が昇降プレート２２との枢着点である連結
ピン２７を中心として回動し、それぞれキャスター支持部材３１側へ下向き傾斜する。前
記両第１アーム２３が下向き傾斜するにつれて両連結ブラケット３２が昇降プレート２２
から離れる方向へ移動し、それ伴って各キャスター支持部材３１が昇降プレート２２から
離れる方向へ移動するとともに各第２アーム３３が起立して各キャスター支持部材３１が
下方へ移動し、それによってキャスター３４が空間部Ｓから下方へ突出して床面Ｙに接地
し、図６～図８、図１０に示すように移動姿勢になる。
【００２３】
この状態でキャスター３４を回動させて家具を所定場所へ移動する。
家具を所定場所へ移動した後、キャスター３４を格納姿勢に復帰させるときには、前記と
逆の動作が行われる。すなわち、前記ハンドルＨによってボルト２１を前記と逆方向へ回
転させると、ボルト２１の回転につれて昇降プレート２２が上昇し、それに伴って両第１
アーム２３が回動して起立する。前記両第１アーム２３が回動するにつれて両連結ブラケ
ット３２が昇降プレート２２に近づく方向へ移動し、それ伴って各キャスター支持部材３
１が昇降プレート２２に近づく方向へ移動するとともに各第２アーム３３が昇降プレート
２２側へ下向き傾斜して各キャスター支持部材３１が上方へ移動し、それによってキャス
ター３４が床面Ｙから離れて上方へ移動し、格納姿勢に復帰する。
【００２４】
本実施の形態によれば、各キャスター支持部材３１を取付け板１１に対して平行移動する
とともに上下動するように一対の第２アーム３３にてそれぞれ前記取付け板１１下面に枢
着して、前記一対の第２アーム３３とキャスター支持部材３１と取付け板１１とで平行運
動機構を構成するように各キャスター支持部材３１と取付け板１１とを連結し、各キャス
ター支持部材３１をハンドルＨにより回転されるボルト２１の回転によって昇降する昇降
プレート２２の昇降に伴って上下動するようにしたので、ハンドルＨの回転によりキャス
ター３４を上下動させる機構が簡素化され、部品数を少なくすることができて安価なコス
トで家具の移動装置１０を得ることができる。また、連結ブラケット３２に２つの長尺の
キャスター支持部材３１を連結したので、複数のキャスター３４を複数列に配列した幅広
の１つのキャスター支持部材３１を用いる場合に比べると、キャスター支持部材３１を軽
量にすることができる。しかも、取付け板１１を家具本体１の底板と共用したので、家具
本体に取付ける底板を省略することができる。さらに、取付け板１１の下面外周部に台輪
１５を取付けて取付け板１１と台輪１５とに囲まれる空間部Ｓを形成したので、家具本体
１の下端部にキャスター３４を格納すべき空間部がない既存の家具に取付けてこれを移動
可能にすることができる。
【００２５】
本実施の形態においては、家具本体の下端部に空間部を形成するために台輪を設けた場合
について示したが、台輪を設けることなく、取付け板を家具本体の下端よりも上方に位置
させて、この取付け板と家具本体との連結部よりも下方において空間部を形成するように
してもよい。
【００２６】
また、取付け板と家具本体の底板とを共用したが、底板の下面に取付け板を取付けるよう
にしてもよい。
また、取付け板の中心にボルトを挿入するための貫通孔を形成したが、貫通孔は取付け板
の中心からずれた位置に形成してもよい。
【００２７】
また、平行に配置される２つのキャスター支持部材を長尺な材料から形成してこれらを連
結ブラケットによって連結したが、キャスター支持部材を幅広の材料から形成し、連結ブ
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ラケットを省略してもよい。また、各キャスター支持部材が同じ長さのものを示したが、
長さが異なる複数のキャスター支持部材を用いることもでき、さらに、キャスターの取付
け位置はキャスター支持部材毎に異なるようにしてもよい。
【００２８】
さらに、家具としてクローゼットを例示したが、家具としては、間仕切り用家具、キッチ
ン間仕切り収納棚などいずれにも利用することができる。
【００２９】
【発明の効果】
以上述べたように本発明の家具の移動装置によれば、ハンドルの回転によりキャスターを
上下動させる機構が簡素化され、部品数を少なくすることができて安価なコストで家具の
移動装置を提供することができる。
【００３０】
また、請求項２に記載された発明によれば、複数のキャスターを複数列に配列した幅広の
１つのキャスター支持部材を用いる場合に比べると、キャスター支持部材を軽量にするこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施の形態における移動装置を示す概略分解斜視図である。
【図２】　図１に示す移動装置におけるキャスターの格納姿勢を示す側面図である。
【図３】　図２の底面図である。
【図４】　図２の要部断面図である。
【図５】　図２の要部断面図である。
【図６】　図１に示す装置におけるキャスターの移動姿勢を示す側面図である。
【図７】　図６の要部断面図である。
【図８】　図６の要部断面図である。
【図９】　家具の設置時の姿勢を示し、（ａ）はその正面図、（ｂ）は側面図である。
【図１０】　家具の移動時の姿勢を示し、（ａ）はその正面図、（ｂ）は側面図である。
【符号の説明】
１　家具本体
２　扉
３　後板
４　天板
５　側板
１０　移動装置
１１　取付け板
１１ａ　貫通孔
１２　昇降部
１３　キャスター支持部
１５　台輪
２１　ボルト
２２　昇降プレート
２３　第１アーム
２４　ナット
２５　フレーム
２６　取付け部
２７　連結ピン
２９　ナット
３０　取付けプレート
３１　キャスター支持部材
３２　連結ブラケット
３３　第２アーム
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３４　キャスター
３６　連結ピン
３７　連結金具
３８　取付け金具
３９　連結金具
Ｈ　ハンドル
Ｓ　空間部
Ｙ　床面

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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